
ページ 備考

7月（2023年9月入学） P.1～ 社会人入試と共通

7月（2024年4月入学） P.1～ 社会人入試と共通

9月 P.3～

2月 P.5～ 社会人入試と共通

7月（2023年9月入学）

7月（2024年4月入学）

9月

12月

7月（2023年9月入学） P.1～ 一般入試(日本語基準)と共通

2月 P.5～ 一般入試(日本語基準)と共通

7月（2023年9月入学）

9月

12月

7月（2023年9月入学）

7月（2024年4月入学）

9月

2月

7月（2023年9月入学）

2月

小論文
入試方式 実施月

飛び級入学試験

学内進学入学試験

一般入学試験
（日本語基準）

社会人入学試験

外国人留学生入試
（特別相互推薦・日本語基準）

一般入学試験
（英語基準）

立命館大学大学院
2023年度実施　入学試験

博士課程前期課程

政策科学研究科
政策科学専攻

　【表紙の見方】
　　×・・・入学試験の実施がなかった等の理由で入学試験問題の作成がなかったもの、または、問題を公開しないもの
　　斜線・・・学科試験（筆記試験）を実施しないもの



入試方式 実施月 試験科目 ページ 備考

英語 ×

日本語 ×

英語 ×

日本語 ×

7月
（2023年9月入学）

12月

英語

日本語 ×

英語

日本語 ×

外国人留学生入学試験
（海外推薦）

7月
（2023年9月入学）

一般入学試験
（英語基準）

社会人入学試験

7月
（2023年9月入学）

2月

立命館大学大学院
2023年度実施　入学試験

博士課程後期課程

政策科学研究科
政策科学専攻

一般入学試験
（日本語基準）

7月
（2023年9月入学）

2月

　【表紙の見方】
　　×・・・入学試験の実施がなかった等の理由で入学試験問題の作成がなかったもの、または、問題を公開しないもの
　　斜線・・・学科試験（筆記試験）を実施しないもの



2023 年度大学院入学試験＜2023 年 7 月 1 日実施＞ 

政策科学研究科前期課程  入学試験問題

 

＜一般入試＞

試験時間 10 時 30 分 ～ 11 時 10 分 
(途中退室はできません) 

筆記(小論文)試験 

・ 持ち込み許可物件はありません。

・ 問題は試験終了後に回収します。

公開用 P.1



出典：山崎正和「地球を読む」（読売新聞　2020年4月20日）

公開用 P.2



2023 年度大学院入学試験＜2023 年 9 月 9 日実施＞ 

政策科学研究科前期課程  入学試験問題

 

＜一般入試＞

試験時間 10 時 30 分 ～ 11 時 10 分 
(途中退室はできません) 

筆記(小論文)試験 

・ 持ち込み許可物件はありません。

・ 問題は試験終了後に回収します。

公開用 P.3



 以下の⽂章を読み、次の問いに答えよ。 
 「あなたは、デメーニ投票に賛成か反対か。理由も⽰しながら、あなたの⾒解を論じてください。」 
  
 少子高齢化の進行で、日本を始めとする先進諸国では選挙における世代間格差が問題となっています。

高齢者が有権者の人口に占める割合が大きいと、高齢者向けの政策が優先される「シルバー民主主義」と

呼ばれる状態になります。こうなると、特に子育て世代への福祉が手薄になり、さらに少子化に拍車をか

けます。 

 実はこの問題は、「もっと若者が選挙に行けば解決する」といった単純な話ではないのです。2020 年の

統計によると、日本で選挙権を持つ人口は約 1億 400 万人です。この中で、18 歳から 29 歳までを合わせ

た人口は約 1400 万人と、全体の約 13%にすぎません。一方、65 歳以上の高齢者は約 3600 万人と全体の

34%を占めています。さらに、有権者の平均年齢(中位年齢と言われ、選挙公約で重要なターゲットになり

ます)はなんと約 52 歳です (なお、若い世代の投票率の低さを考慮すると、実際に投票を行なった人の

平均はさらに上昇し、50代後半となります。)。 つまり、若者の投票率が 100%だったとしても、全体に

占める割合は小さく、その意味では「若者を優遇する政策」が優先されることはないのです。  略    

 人間は残念ながら若返ることができないので、自分よりも上の世代が優遇されることには寛容(いつか

自分もその世代を経験する) ですが、 自分より下の世代が優遇されることには反発しがちです (自分が

恩恵を受けることができない)。さらに、若い有権者世代より下の年齢 (17 歳以下) の国民には選挙権が

無いので、政治家には彼らが 18 歳になったときに得をする政策を提示するメリットが少ないのです。そ

の結果、若い世代の低所得化、晩婚化・未婚化が進み、出生率が低下する事態となっています。 

 こうなってしまうと、将来の世代の人数が減り、さらにこの傾向に拍車がかかるという悪循環に陥り

ます。ここでは、「将来の世代を代表する人がルール決めに参加できていない」ということが、1 つの間

題となっています。 

 諸外国では、これを是正するためにさまざまな対策が検討されています。例えば、ドイツやハンガリー

で検討された「デメーニ投票」という投票方法があります。これは、18 歳未満の子供にも選挙権を付与

し、その選挙権を親が行使できるようにするというものです。これによって、若者世代にとって有利にな

る政策を推進することができるのではないかというアイディアでした。ちなみに、同様の制度は日本で

も「ゼロ歳選挙権」として注目を集めたことがあります。 

 
 出典 : 江崎貴裕 (2022)『数理モデル思考で紐解く RULE DESIGS 組織と⼈の⾏動を科学する』ソシ
ム 123 125 ⾴ 脚注は省略 

公開用 P.4



 
2024 年度大学院入学試験＜2024 年 2 月 10 日実施＞ 

 

政策科学研究科前期課程  入学試験問題 
 
 
 
 

＜一般入試＞ 

 
試験時間 10 時 30 分 ～ 11 時 10 分 

(途中退室はできません) 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆記(小論文)試験 

・ 持ち込み許可物件はありません。 

・ 問題は試験終了後に回収します。 

公開用 P.5



以下の新聞記事を読み、次の問いに答えよ。 
「国内で による投票を う者が増えれば増えるほど、国 全体の福祉・幸福の総和も増加するか。逆に
減少するか。具体的な理由を⽰しながら、あなたの⾒解を論じてください。」 

 
出典: ⽇本経済新聞 2004 年 11 ⽉ 1 ⽇朝刊 28 ⾴ 

公開用 P.6
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